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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第69期

第３四半期累計期間
第70期

第３四半期累計期間
第69期

会計期間
自 2019年３月21日
至 2019年12月20日

自 2020年３月21日
至 2020年12月20日

自 2019年３月21日
至 2020年３月20日

営業収益 (千円) 6,481,432 6,126,966 8,466,752

経常利益 (千円) 183,436 144,003 123,951

四半期(当期)純利益 (千円) 133,247 92,705 62,446

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) － － －

資本金 (千円) 1,140,000 1,140,000 1,140,000

発行済株式総数 (株) 756,000 756,000 756,000

純資産額 (千円) 6,118,442 6,030,665 6,008,704

総資産額 (千円) 10,557,300 10,163,801 10,326,984

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 178.24 124.19 83.56

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － － －

１株当たり配当額 (円) 50.00 50.00 100.00

自己資本比率 (％) 58.0 59.3 58.2
 

 

回次
第69期

第３四半期会計期間
第70期

第３四半期会計期間

会計期間
自 2019年９月21日
至 2019年12月20日

自 2020年９月21日
至 2020年12月20日

１株当たり四半期純利益又は１
株当たり四半期純損失（△）　

(円) △58.39 60.16
 

(注) １　営業収益には、消費税等は含まれておりません。

２　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」について重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期累計期間のわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響により、経済活動が抑制され景気は依

然として厳しい状況となりました。政府の各種政策が実施され、持ち直しの動きも見られましたが、再び感染拡大

が見られるなど、未だに収束時期の見通しが立っておらず、依然として先行き不透明な状況が続いております。

このような状況のもと、当第３四半期累計期間は、前年同四半期と比較して、営業収益及び経常利益とともに新

型コロナウイルス感染症の影響により減収減益となりました。

その結果、営業収益は61億26百万円（前年同四半期比5.5％減）、経常利益は１億44百万円（前年同四半期比

21.5％減）、四半期純利益は92百万円（前年同四半期比30.4％減）となりました。

 

流動資産は、34億57百万円(前期末比1.0％増、35百万円増)となり、そのうち現金及び預金は19億33百万円（前期

末比29百万円増）、受取手形及び営業未収入金は14億42百万円(前期末比31百万円減)となりました。

固定資産は、67億５百万円(前期末比2.9％減、１億98百万円減)となり、そのうち有形固定資産は61億93百万円

（前期末比１億73百万円減）、投資有価証券は２億52百万円（前期末比９百万円増）となりました。

流動負債は、13億46百万円(前期末比3.9％減、55百万円減)となり、そのうち営業未払金は２億57百万円（前期末

比26百万円減）、賞与引当金は89百万円(前期末比88百万円減)、その他流動負債は７億75百万円（前期末比１億３

百万円増）となりました。

固定負債は、27億86百万円(前期末比4.5％減、１億29百万円減)となり、そのうち長期借入金は24億76百万円(前

期末比１億45百万円減)となりました。

純資産は、60億30百万円(前期末比0.4％増、21百万円増)となり、そのうち利益剰余金は37億63百万円(前期末比

18百万円増)となりました。

 

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた問題

はありません。

 

(3) 研究開発活動

該当事項はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 2,200,000

計 2,200,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2020年12月20日)

提出日現在
発行数(株)

(2021年２月１日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 756,000 756,000
名古屋証券取引所

 市場第二部
単元株式数は100株でありま
す。

計 756,000 756,000 － －
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 
(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2020年９月21日～
2020年12月20日

－ 756,000 － 1,140,000 － 1,120,000
 

 
(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（2020年９月20日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 
① 【発行済株式】

   2020年12月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 － －

9,500

完全議決権株式(その他)
普通株式

7,408 －
740,800

単元未満株式
普通株式

－ －
5,700

発行済株式総数 756,000 － －

総株主の議決権 － 7,408 －
 

 
② 【自己株式等】

  2020年12月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
大宝運輸株式会社

名古屋市中区金山五丁目
３番17号

9,500 － 9,500 1.2

計 － 9,500 － 9,500 1.2
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項ありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(2020年９月21日から2020年12月

20日まで)及び第３四半期累計期間(2020年３月21日から2020年12月20日まで)に係る四半期財務諸表について、有限責

任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項によ

り、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目からみて、当企業集

団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいもの

として、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

　  資産基準　　　　　　          0.5％

　  売上高基準　  　　　          0.1％

　　利益基準　　　　　　          2.6％

　　利益剰余金基準　　　          0.9％

　　　※　会社間項目の消去前の数値により算出しております。　
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(2020年３月20日)
当第３四半期会計期間
(2020年12月20日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,904,142 1,933,592

  受取手形及び営業未収入金 1,474,242 1,442,316

  貯蔵品 10,060 7,035

  未収還付法人税等 － 31,255

  その他 36,395 45,519

  貸倒引当金 △2,000 △1,800

  流動資産合計 3,422,840 3,457,919

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 7,216,567 7,222,824

    減価償却累計額 △4,329,069 △4,468,503

    建物及び構築物（純額） 2,887,498 2,754,321

   機械装置及び運搬具 1,725,875 1,664,357

    減価償却累計額 △1,567,042 △1,532,933

    機械装置及び運搬具（純額） 158,833 131,423

   土地 3,163,267 3,163,267

   その他 361,094 363,544

    減価償却累計額 △203,585 △218,572

    その他（純額） 157,508 144,971

   有形固定資産合計 6,367,107 6,193,983

  無形固定資産 38,990 33,362

  投資その他の資産   

   投資有価証券 242,225 252,017

   差入保証金 67,907 66,165

   その他 187,911 160,353

   投資その他の資産合計 498,044 478,536

  固定資産合計 6,904,143 6,705,882

 資産合計 10,326,984 10,163,801
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(2020年３月20日)
当第３四半期会計期間
(2020年12月20日)

負債の部   

 流動負債   

  営業未払金 283,659 257,383

  1年内返済予定の長期借入金 200,220 195,140

  未払法人税等 44,124 10,764

  賞与引当金 177,912 89,427

  役員賞与引当金 24,000 18,000

  その他 672,041 775,988

  流動負債合計 1,401,957 1,346,702

 固定負債   

  長期借入金 2,621,527 2,476,442

  退職給付引当金 79,644 78,810

  役員退職慰労引当金 181,723 185,086

  その他 33,425 46,094

  固定負債合計 2,916,321 2,786,433

 負債合計 4,318,279 4,133,136

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,140,000 1,140,000

  資本剰余金 1,120,000 1,120,000

  利益剰余金 3,745,441 3,763,499

  自己株式 △32,324 △32,444

  株主資本合計 5,973,117 5,991,054

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 35,587 39,610

  評価・換算差額等合計 35,587 39,610

 純資産合計 6,008,704 6,030,665

負債純資産合計 10,326,984 10,163,801
 

EDINET提出書類

大宝運輸株式会社(E04217)

四半期報告書

 8/15



(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自 2019年３月21日
　至 2019年12月20日)

当第３四半期累計期間
(自 2020年３月21日
　至 2020年12月20日)

営業収益 6,481,432 6,126,966

営業原価 5,989,597 5,689,072

営業総利益 491,835 437,894

販売費及び一般管理費 323,839 305,712

営業利益 167,996 132,181

営業外収益   

 受取利息 87 53

 受取配当金 11,760 10,922

 受取保険金 3,795 742

 補助金収入 680 150

 その他 4,636 7,756

 営業外収益合計 20,960 19,625

営業外費用   

 支払利息 5,405 7,443

 その他 114 359

 営業外費用合計 5,520 7,803

経常利益 183,436 144,003

特別利益   

 固定資産売却益 5,798 3,515

 投資有価証券売却益 19,182 －

 特別利益合計 24,980 3,515

特別損失   

 固定資産除却損 － 237

 投資有価証券売却損 1,219 －

 投資有価証券評価損 2,021 －

 特別損失合計 3,240 237

税引前四半期純利益 205,175 147,281

法人税、住民税及び事業税 39,000 10,000

法人税等調整額 32,927 44,576

法人税等合計 71,927 54,576

四半期純利益 133,247 92,705
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(会計方針の変更)

該当事項はありません。

 

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。

　

(追加情報)

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り）

　新型コロナウイルス感染症の影響により社会経済活動が停滞し、当社は営業収益減少等の影響が生じており　

ます。当社は、当該影響が翌事業年度も一定期間続くとの仮定のもと、会計上の見積りを行っております。しか

しながら、新型コロナウイルス感染症の影響は不確定要素が多いことから、当事業年度の財政状態、経営成績に

影響を及ぼす可能性があります。

なお、前事業年度の有価証券報告書に記載した内容から、重要な変更はありません。

 
(四半期貸借対照表関係)

該当事項はありません。

　

(四半期損益計算書関係)

該当事項はありません。

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計

期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期累計期間
(自 2019年３月21日
至 2019年12月20日)

当第３四半期累計期間
(自 2020年３月21日
至 2020年12月20日)

減価償却費 121,305千円 216,804千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間(自 2019年３月21日 至 2019年12月20日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月14日
定時株主総会

普通株式 37,597 50 2019年３月20日 2019年６月17日 利益剰余金

2019年11月１日
取締役会

普通株式 37,324 50 2019年９月20日 2019年11月27日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 

当第３四半期累計期間(自 2020年３月21日 至 2020年12月20日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月16日
定時株主総会

普通株式 37,323 50 2020年３月20日 2020年６月17日 利益剰余金

2020年10月30日
取締役会

普通株式 37,323 50 2020年９月20日 2020年11月27日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期累計期間(自 2019年３月21日 至 2019年12月20日)

当社の主たる事業は物流事業であり、その他の事業の売上高、利益等の金額は、全事業セグメントの合計額に

占める割合が著しく低いため、記載を省略しております。

 

Ⅱ 当第３四半期累計期間(自 2020年３月21日 至 2020年12月20日)

当社の主たる事業は物流事業であり、その他の事業の売上高、利益等の金額は、全事業セグメントの合計額に

占める割合が著しく低いため、記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期累計期間
(自 2019年３月21日
至 2019年12月20日)

当第３四半期累計期間
(自 2020年３月21日
至 2020年12月20日)

　　１株当たり四半期純利益 178円24銭 124円19銭

 　 (算定上の基礎)   

   四半期純利益(千円) 133,247 92,705

   普通株主に帰属しない金額(千円) － －

   普通株式に係る四半期純利益(千円) 133,247 92,705

   普通株式の期中平均株式数(千株) 747 746
 

（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

第70期（2020年３月21日から2021年３月20日まで）中間配当については、2020年10月30日開催の取締役会におい

て、2020年９月20日の最終の株主名簿に記載または記録された株主または登録株式質権者に対し、次のとおり中間配

当を行うことを決議いたしました。

① 配当金の総額                             　      37,323千円

② １株当たりの金額                                    50円00銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日   　　  2020年11月27日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2021年２月１日

 

大宝運輸株式会社

取締役会　御中

 
有限責任 あずさ監査法人   

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 岡 野　英 生 印  

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 岸 田　好 彦 印  
 

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大宝運輸株式会

社の2020年３月21日から2021年３月20日までの第70期事業年度の第３四半期会計期間（2020年９月21日から2020年12月

20日まで）及び第３四半期累計期間（2020年３月21日から2020年12月20日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四

半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、大宝運輸株式会社の2020年12月20日現在の財政状態及び同日をもって終了

する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

 

以　上
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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